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このたびは本機をお買い求めいただきましてまことにありがとうございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説明書」は、「保証書」と共に大切に保管しておいてください。 

♦同徊の「アフターサービス登録カード」は必ずご投函ください。 
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T ] 安全のために必ずお守りください 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただ<ことを説明していまず。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を;欠の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死 t 、 重傷を負ラ危険、また 
は火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う可能性、ま 
たは火災の可能性が想定される内容を示していまず。 

A ま意に AUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発生が想定される内容を示しています。 


•お守りいただく内容を、なの絵表示で区分しています。 


0(§)0(§)® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ま意」していただく内容です。 

〇麼爲 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容でず。 


•説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。 


' A 危険 (DANGER) 

-> 

L ★ガソリン使用禁止1 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 

少量の湿入でち、火災の原因になります。 

^力為止 


A 警告 （ WARNING) 


★スプレー宙厳禁 


スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの前や温風のあたるところに放置しないで皆 
<ださい。 

熱で吿の圧力が上びり、爆発し、危険です。 



0 


禁止 


I ★換気必 霉 I 

参換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素が不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあり 
ます。また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれがあります。 

•使用中は必ず1時間に]〜2回 （1 〜2分）換気して、新鮮な空気を補給してください。 

窓が凍結していたり、地下室などで換気が充分におこなえない場所では、使用しないでください。 



換気 


★温風吹出口（ルーバー）をふさがない 


ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類、紙などで温 
風吹出口（ルーバー）や燃焼空気取 
入口（給気つィルター）や温風空気 
取入口をふさがないでください。 
衣類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や火がや故障の原因になります。 



■ ★巧類の乾燥厳禁 I 

衣類などの乾燥には使用しない 
でください。 

乾燥するとストープの熱気でゆ 
れて落下して、火災の原因にな 
0ます。 


禁止 


1^るとき消乂 

寝るとさが外出するときは、 
必ず火び消えていることを確 
認してください。 

予想しない事故が発生するお 
それびあります。 



1★可燃性ガス使用厳^ 

ス I -ーブを使用している部屋 
で、可燃性ガ‘スび発生するも 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナー） や、 スプレーを使用 
しないでください。火災 や 故 
障の原因になります。 





使用禁止 










] 安全のために必ずお守りください 


ま意 （ CAUTION ) 


["★ カーテン、可燃物近 接禁止 

力—テンや燃えで)すいもののそばなどでは使用しないでください。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災のおそれびあ0ます。 


I ★給油時消乂 1 

給油は必ず消乂し、ストーブの温度び充分下びってから、他に火の気のない状態でおこなつ 
て < ださい。 

乂災のおそれびあります。 


★油漏れ確認 

•給油□□金は確実に締めてください。給油□口金を下にして、油漏れがないことを確かめてくだ 
さい。 

給油口□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油口□金がはずれて、乂災のおそれがあります。 

•油タンクか b 油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。 

乂災のおそれがあります。 一 

r ★ ほこりの除去, 食 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入口は、週1回！;(上必ず掃 ^ 

除してください。 

ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入口（給気フィルター)や温風空気取入口び ^ ^> 

つまると、異常燃焼のおそれびあります。 歷空気脈□(齡フィルタ-): 




歷空気巧入□(齡フィルタ-)遍風空気取入口 


I ★異常時使 用禁止 ! 

におい、すずの発生、がの状態など異常'燃焼を起こしたときは、使巧しないでください。 
緊急の場合でちあわてずに消火器で消火して < ださい。 


[ 女温風に直接あ たらない I 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの前に長時間い続けないでください。 

低温やけどが脱水症状になるおそれびあります。 ^ け 

また、溫風を直接暇い込まないでください。 

気分が悪くなることがあります。 

I ★移動-運搬 ずるときのま意 I 

•ストーブを移動するとさは、必ず消火し、ストーブの温度び充分下がってから油タンクを取り出し、 

傾けないように静かに移動してください。 

油が漏れたり、乂おになるおそれびあります。 

•修理-引越しなどでス I -ーブを運撒されるときは、油タンク、油受けざらの'灯油を必ず抜いてください。 
運搬の途中に灯油がこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 

温部接触禁止^ ^ 


燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出口（ルーバ~)に手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 



女指や異物を入れない 


温風吹出 □ (ルーバー）や燃焼を気取入口（給気フィルタ…）や温風空気取入□やストーブ 
内部に指や可燃物-針金などの異物を入れないでください。 

けびや火災のおそれびあ0ます。 

★分解修理-改造の 察!^ 

故障、破損したら、使用しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでくだごい。 

不完全な修理や改造は危険です。 
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ミ主意 （ CAUTION ) 


I ★ 保管時にしていただくこと I 

長期間使用しないとき、または保管するときは、必ずの油を扳いて、雲源プラグをコンセントから抜いてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火がのおそれびあります。 

女電源コードを傷めない ^ 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたり束ねたり、物を乗せたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くとさは、コードを持って引さ抜かないでください。 

電源コードび破損し、火がや感電の原因になりまず。 

「★長期間使用しないときは電源プラ グを抜く ^ 

長期間使用しないとをは輩源プラグをコンセントか b 掠いてください。 

火災や予想しない擊故の原因となります。 


I 女電源プラ グは確 実に差し^^^む I 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差し込んでください。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使巧しないでください。） 
乂がの原因になります。 

めれた手での掠さ差しはしないでください。 

感電の原因になります。 


★電源プラグのお手入れをする 


ときどきは輩源プラグを抜き、ほこり（及び金属物）を除去してください。 

(ほこりや異物がたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になります。 

I ★お子様やお年寄りのご使用 に注意1 

お子様やお年寄り、体のご不自由なかたがお使いになる場含は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接軸によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び巧分にま意してください。 

r ★腰をかけたり物 をのせな い i , 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ス I -ーブの故陋や、やけどのおそれびあります。 
ストープの上に巧びんや、水を入れたものなどを置かないでください。 

水びかかると漏電や故障のおそれげありまず。 

「女廃棄 ずるとき I 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざら内の丹油を振き取ってください。 

{[\7] 点検.手入れ」の I 油タンク、油受けざ5の掃除 1 参照） 

灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの隙、予想しない事故が発生ずるおそれびあります。 

[★次の場所では使用しない] 

火がや予想しない事故や故障の原因になります。 

r 水平でない 場所、不安定な場所) 

•傾斜した攝所や振動の激しいところでは、使用しない ( 温室-飼育室など人のいない 場 戸斤 

基義。乂装置が誤作動ずることび起ります。 ♦隹卓 a 雲香変化で、予想しない事故び発生 

•しっかりしたじようぶな場所で使巧してください。 —かぁ _ 一 _ 

•毛足の長いじゅうたんの上では使用しないでください。 ( 風のあたる場所、 音 B 屋の出入□、 % 

♦移動車両の中や、不安定な台上で使用しないでくださ •風のあたる場所や屋外では使用しないでく 

し、 炎び出て危険です。 

転落したり、火淵こなるおそれげあります。 橘齢機.の排気にわミキ貴してくだすい。 
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使用禁止 


暖炉などストー ブが囲われる場所 ； 

►暖炉や押入れに入れての使巧など、特殊な使いかたを 
しないでくだごい。 

火災の原因になります。 


♦使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれ 
びあ0ます。 

( 風のあたる場所、 部屋の出入□、 屋夕〇 

•風のあたる場所や屋外では使用しないでください。 
炎び出て危険です。 

掃除機の排気にちま意してください。 

•部屋の出入口など人の通る場所 、 m 
人がぶつかったりつまずく場所 
で使用すると、転倒して事故や 
火災び起さるおそれがあります。 





火がや予想しない事故や故障の原因になります。 

( ほこ !3 や湿気のをい場^ ) ___ 

•粉類や繊維を取扱ラ場所や温室-養鶏場など塵やほこ C 不 S 月 

りの多い場所では使巧しないでください。 •造下ホ加 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入口 — 

び目づまり状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こす ( 宿,封 I 

おそれびあります。 

C 可燃性ガスの発生子る場所、またはた！る場所 ) J 量黃 

•爆発や乂災の原因になります。 ^ち柿 ( 

C 理•籍院、クリ-ニンク宿などスプレ-や化鱗品を使う場和 ) 品蓋戲 

•理•美容院、メツキ、塗装工場、電デ部品組な工場、 をおこ^ 

繊維関係工場などでは使用しないでくだごい。 •燃焼に i 

ストーブの故障や、腐食性ガスの発生により金屬- なる局 j 

鏡-ガラスなどを傷める原因となります。 では局 i 

•石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシリコーンを お買い言 

配合した枝毛用コート液やヘアートリートメント（枝 い合ね1 

毛用）は点火 S スや、途中消火など故障の原因になり 
ますので使用しないでください。 

: ★可福(木壁、台板、 ふすま など）との距 離を離す I 

•ス I -ーブから可燃物との距離は、ち図の指定し U 上の距離を保つようにし 
てください。 

•ストーブ上方や前方の可燃物などとの距離は必ず] mi ；! 上あけてくださ 
い。 

•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどび風でゆらいでもス I -ーブにふれないよラにしてください。 

♦家具などか b は充分な距離をとってください。 

熱で変形や変色、自然発火することびあります。 


0 

使用禁止 


(. 不安定な 物 をのせた棚な ど の下 ） 

•落下物により火災び起さるおそれびあります。 

C 直射 日光 のあたる場所、温 度 の高い場所 

•異常燃焼を起こすおそれがあります。 

•油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれがあります。 

r 高地 （ ISOOm 切上の場所）） 


>酸素濃度び薄いので異常燃焼 
をおこすおそれびあります。 

>燃焼に必要な酸素濃度び薄く 
なる高地 （8 日日〜13日 Om ) 
では高地調整び必要ですので 
お買いずめの販売店までお問 
い合わせ < ださい。 





^^イラストは 「 LC - L 369 S 」 です。 
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お願い （ NOTICE ) 


★シリコーン配ち製品を使用しない 


〇 


ス I ブ（石油フアンヒーター）で暖房ずる部屋では、シリコーン配を製品（ムース-クリーム.液体スプレー 
などの枝毛用ヘア-トリ-トメント類、つや出し剤や、防水スプレ-など）を使用しないでください。 ス^ 

点火ミス-途中消火などの故障の原因になります。 指示 

「★打油の廃棄 

打油の廃棄処分は、 I 丹油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


图使用ずる場所 


★効果的に使用するために 



〇 





•温風の循環を妨げるちのびない場所に設置してください。 


^^•ィラストは 「 LC - L 3 目目 S 」 です。 

•が気に接ずる窓の下が壁側に設置すると効果的です。 


•熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることがあります。 

熱に強いマットなどを敷いてください。 

•移動するときは引さずらないでください。 

床面、畳、カーペットに傷をつけたり、本体底面の塗装びはびれてさびの原因になるおそれびあります。 


〇 
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操作部 I 表を部のなま 
えと使いかた、 r 点'灯」 
-「点滅」の意味照 


フロントパネル 

温風吹出口 
(ルーバ ー) 

ri ス点検•手入れ」の 
I 温風吹出口（ルーパー) 
位婦除慘顧 

燃焼確認窓 
「回使いかた」の 
歷を厌惡1参照 



义 5 濯 



油タン ク（こぼれま栓付） 

「团使用前の準備」の 
臟田地な啦 
r ブ]点検•手入れ」の. 

ミ由漏れ•巧を)たをか述圏[こじみめ点朝 
逆墅么 HSISMM 参喊一 
をはりやく 一 

「圓各部のなまえ」の 
みは0やくセンサー-? 

表示部のなまえと使い！ 

かた、「点'な」 • 「点滅」 I 
曲寶牌 j 参照 — 

を掛け 

給油ロロ金 
「!4使用前の準備 J の 
，給油巧にかた 1 
「:7;点検_•手人れ」の 
ほこりの掃除 i 参照 


Ji 受け 一 

「[ス点検•手入れ」の 
[]由受けの搞除 1参照 


ルームサー ミ スタ ( 室內温度橫知 部) 
: 温風空気取入口 


I 「な点検•手入れ」の 
I 遍風空気敢入口の 掃臨 I 参照 



「巧点巧•手人れ」の 
油漏れ•油のたまり、’ / 

// , 

燃焼空気取入口 

/電源 コー ド/ 1 

1油のにじみの点検.参照 / 

/油受けざら 

(給気フィルター)/ 

/ 電源プラグ i 


が震自動消全聲 a 
r 17] 点検•手入れ」の 
MT 溝胃 M 消巧裳置か点樹参照 


油タンク ;通^ ffg 豆巧掃願参照 


「71点検•手入のの 
燃焼空気取入な(霜気 
ワ イルタ~ )の掃除 


「互: I 使用前の準備」の 
I 獻請 禪欄 
参照 「 T 点横•手入れ」の 

I 谱ミ慮プミプ 3!7ちク F 巧点賴 参照 


LC-L 已 39S 


タンクふた 


•ミリ 


取っ手 


操作部•表示部 
「園各部のなまえ」の 


操作卽•表示部のなま 
えと使いかた、「点灯」 


• r 点滅 _] の意味1参照1 



フロントパネル 

温風吹出口 
(ルーバ ー) 

「7]点検•手入れ」の 
I 温風吹出口（ルーバー） 
I の掃除 r # 願~ 

燃焼確認窓 


「固使いかた」の 
恢面が 觀参照 


置台 


r ZJ 点検•手入れ」の 
卿れ.ミ®^^ り 、1 

油の にじみの点横 J 参照 

が震自動消火裝置 
「图点検•手入れ」の 
I 爾萬胃動渭灭"装管の^参照 



油タ ンク（こぼれま检 付） 

「4使用前の準備」の 
避通をし立、た 
「.プ点横•手入れ」の 

れ•油のたまり、油のにじみの点檢 L 
赛シろ;題養巧思5あ 搞 

みはりやく 


ルームサーミスタ (室內羣度榜知部^ 

I 温風空気取入口 _ 

I frra 点検•手入れ」の 

I 湿風空気お入 □の攝原 i 参照 

が流用ファン 


「固各部のなまえ」の_ 

I みはりや < センサー* 
表示部のなまえと使い i 
かた、 r 点な」.「点測！ 
I の意昧 i 参厭 

壬掛け 

給油ロロ金 
n 4 i 使用前の準備」の 
i 給油の しかた I 
「苗点検‘手入れ」の 
I ほこりの掃除 ;参照 

油受け _ 

「回点検•手入れ」の 
ire 西 W 参照 



巧が荒フア ンの If 臨 参照 


…II 气 ugg 述由 



「だ]点検•手入れ」の 
爾^^涵费巧ぎらを掃除1参照 


電源プラグ 


r !4 .i 使用前の準髓」の 
I 点 乂前巧羣備と確 認 I 
「图扁検•手入れ」の 
~霜顯 コンをン トめ馬横]参照 


燃焼空気取入口 
(給気 フィルター)\ 

「の点検•手入む」の 
:願焼を気取入曰な合気 I 
コ ィルター）の橘除！ 参照 










3 各部のなまス 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」•「点滅」の意味 ' 


チャイルド□ックボタン 

チャイルド□ックの設定 I 解 
除をおこなし_}串す。 

「固 使い かた」のを至王 Ik 

しド□ックのしかた! 参照 


エコボタン I 


エコ運転の設定•解除を 
おこないます。 

「固使いかた」の匡3 
^運輯の U かお 参照_ 


温度/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定をお 
こないます。 _ 

「回 使用前の 準備」の 關在 
時刻の設定のしかた I 
「囘 使いかた」 の I 室温の調 
節のしかた し I タイマー運幸ち 
し をし 巧ち]参照 


運転スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 

「剧吏し、かた」の原灭^しかた]、 

I タイマ~運転のしかた 1 、 I 消乂 
^のしかた I 参照_ 



運輯ランプ 

赤^緑-^赤^緑^-…予熱中、消乂動作中です。 

精点む…運転中です。 

ホ点な…カウントダウン中（給油、消し忘れ消火 
装置、タイマー運転、みはりや <) です。 

^緑点な… エコ運転中でず。_ J 


小部屋ボタン 

ル部屋運転の設定•解 
除をおこないます。 

「忆傾いかた」の恥部 
I 屋運乾のしかた」 参照 J 


タイマーボタン 

——— 夕—イマー運転の語是を 
おこないます。 

「固使いかた」のを圣 

マー運乾のしかな参照, 

タイマーランプ 

点打… タイマー運転待機中わ、タイ 
マー運転中わ、タイマー運転 
終了時です。 

^ 点滅…タイマー時刻を設定中です。. 


[ 消臭点义-時間延長-給油延長ボタン I 

運 

転 

ツ 

チ 

燃焼中に押したときから、 
再度約 3 時間の燃焼継 
続が巧能になります。 

「固 使いかた」 の I 消し忘れ谓灭 
装置の使いかた I 参照 

タイマー運転から、通 
常運転に切り替えると 
さに巧します。 

「已使いかた」 の タイマー運閱 

のしかた I 参照 

給油延長運転をすると 
さに押します。 

「曲 使用前の準備」 の 福油の目 
を • 給油延長運輯のしかた I 参照 

^麗 
切或 

I _ッ 

消臭点火の設を•解除 
をおこないます。 

「囘使いかた」 の 点火のしかた 

参照 

J 

























D (給油）表示 


油タンクの灯油が少なくなっ 
て消火する] 0分前。「ピー」 
音が鳴り、残り燃焼時間（分） 
を表 TJX します。 

点ミ威（運輯中）… 

給油延長ボタンを押し、給油 
延長運転中を表示します。 

点滅（運乾停止）… 

灯油がなくなり自動消火しま 
した。 

灯油切れ時はデジタル表示部 
か「~ — 一一」表 TJX となります。 

「囲{吏用前の準備」の 臟由の目安 • 
給油延長運間のしかた I 参照 


t 表示 

点打…設定温度が設定 
されています。 

点ミ威…設定温度を設定 
__中でず。_ 

li 表示 

点打…消臭点火が設定 
されています。 

点減…消臭機能が作動 
_中です。_ 

「旧使いかた」の庶乂 

t のし历ブ司参照 j 



設潛晶懷^巧温橫 





換気）表示 

点滅(運転停止)… 

室内の空気が、酸素不 
足状態です。 

•窓やドアを開けて充 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点な(運転中）… 

•運転して約1時間経過 


する度し 


-」音が鳴 


つて「寺[^」表示が約 
1分間点口します。 

•換気表示にたよらず] 
時間に]〜2回必ず換 
気してください。 J 

- -^- N 

小卽屋表示 

点灯…ル部屋運転が設定され 
ています。 _ 

「固使いかた」 の 座部屋重藍 
のしかた I 参照 


ss > (て ] )表示 

占よ了... 

エコ運転が設定されています。 


Q (チャイルド□ック）表示 
占打… 

チャイルド□ックが設定され 
ています。 


■エコ運転表示 

エコ運転中を表示します。 





デジタル表示部 

f 消臭点火び解除されている場合は、 
I 掌量表示は消灯しています。 ) 

■温度表ル 

設定温度…6で〜28むまで設定 
温度を選択でさます。 
室内温度…0で〜32むまで表 
W します。 

. C 巧との c 1 

■現在時刻表お 

現在の時刻を表示します。 

0 -nn II 
d-uu 

i J 

■タイマー運転時刻表お 

タイマー時刻表 TJX は点滅し 
ます。 

^タイマー運転終了時は 



■給油に関ずる残り燃焼時間 
表示 

残り燃焼時間を表示します。 
がな油切れ時は「- -—— 」 
表示となりまず。 


■消し忘れ消乂装置による 
自動消乂表示 
r 1 hiri を表示します。 



■故障.異常により自動消 
乂したときの エラー 表示 

自己診断機能により、故障 
時には ,5-3 〜 f - 弓を表示し 




ド-ら I 

■クリーニング燃焼表示 

クリーニング燃焼の残り時 
間を表 W します。 




























圓各部のなまえ 

「みは百や忠和編部の f 為^厭而た、て点丽庶面 Df 昧 


_みはをや < センサー 

人の気配を感知します。 

「固使いかた」のみはり やく運顧 

口 宇をキユリテイー禱 |訂参照 


^はりや^‘タン 

みはりやく運転の設定•解除、 

プチセキュリティー機能の設定•解除 
をおこないます。 

r 固 使いかた」のをなち SMU 、 

プ手をキュ燦範参照 





みはりやくランプ 


みはりや<運転時 

プチセキュリティー機能時 

点打 

みはりやく運転び設定されています。 


点滅 

みはりやく運転中で人の気配を感じて 
いまず。 

プチセキュリティー磯能作動中に人の気配を感じ 
ているか、警告動作中です。 

消な 

— 1 

プチセキュリティー機能作動中で人の気配を感じ 

1ていません。 












m 使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになつ 
たうえで、包装箱から包装材などを取り除さ、製品を 
傷付けないよラに取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとさに必要で 
す。取扱説明書*保証書ち忘れずに保管して<ださい。 


?^ィラストは 「 LC - し3目9引です 。^ 



燃料 


寒•燃料はな油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 
參変質な油、不純灯油は、絶巧に使用しないで < ださい 


A 危険 


★ガソリ ン使用禁止！ 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶 
巧に使用しないでください。少量の 
爲入でも、乂災の原因になります。 



♦変質口油、不純な油（口油政外の油•水•ごみ 
が混入した灯油など）は、絶対に使用しないで 
<ださい。異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤（流加剤）は使用しないで 
ください。異常燃焼を起こすおそれがあります。 


嚇打油の保管のしかた 


•口油は必ず火気、雨水、 
ごみ、高温および直接 
曰光を避けた場所に保 
管してください。 



乂気をお 



0 


禁止 


•灯油容器は専用のされいな容器を使用してく 
ださい。また、口油容器は必ず JIS 認定品で青 
色の灯油専用容器を使用してください。 

•灯油容器内の口油が少ないと温度変化によ 
り結露して水がたまることがあります。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保管しないでください。 

•おモ様の手のとどかない所に保管してください。 


'灯■油とガソリンの見分けかたのポイント 


I 指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます。 
(火の気のない所でおこなってください。） 


i 〇 油 

X ガソリン 1 

. 濡れたままです。 

V- 

a 囑 1 

すぐ乾いてしまいまず。 

r 良い保管 

悪い保管 、 


直射曰光、雨水が当'直射日光、雨水の当 
たらず、火気のない i たるべランダなど、 


室外の保管。 

% 0 

\益 禁止 


冷暗所へ保管。 



( 変質な油とは ) 

•ちい灯油。に年(上持ち越した灯油） 

•長期間、日光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した'な油。 
♦容器のふたび開けてあつたり、乳白色の容器で保管した灯油は変質しやすい。 
•変質のひどいものは黄色味をおびたり、すっぱいにおいがします。 


古い灯油は 
使わないで 



Q 

使用禁止 







囲使用前の準備 


(. 不純阿油とは 

•灯油じ(外の油（ガソ U ン、シンナー、天ぷら油、機械油、 
重油など）がほんのかしでち混入した口油。 


•水やごみが混入した灯油。 


変質'打油-不純な油の見分けかた 


/灯油外の\ 
油、水、ごみを 
仕入れないで/ 



0 


使用禁止 


コップに水を入れ、次に灯油を入れ 
て背後に白い紙をあてまず。 


水と同じ無色透明な b 正 
常。 


少しでち色びついていたら 
使用しない。 




0 

使用禁止 


•変質灯油の見分けかたは 
たいへん難しいので、メ 
一力一のはっさりしない 
な油は使用しないでくだ 
さい。 


変質な油や不純な油を使用 
ずると_ 

♦変質打油や不純な油を使用しますと、 
バーナーに多量のタールがたまり、点 
火しなくなったり、燃焼が悪<なった 
り、激しいにおいびしたりします。 

•水の混入した口油を使用します 
と、炎びルさくなり火び消えてし 
まいます。また、油タンクに口油 
が残っているのに、「 [：] 」を表 
示することがあります。 

♦ガソリン、シンナーなど揮発性の高い油 
を使用しまずと、火災の原因になります。 



万一変質な油やす純灯油を 
使つたとをの処置のしかた 

1 油タンク、油受け、油受けざ b 内 
の変質灯油や不純な油を抜さ取 
り、良質の'灯油で内部を2〜3回 
洗ってからご使用ください。 

〔「图点検*手入れ」の 
I 油受けの掃除 I 、 

I 油タンク、油きけざらの掃勵 
参照） 

2 変質な油や不純な油を抜さ取って 
ち効果のないとさは、販売店まで 
お問い合わせください。 


-お願い- 

変質灯油や不純好油が原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中 
でち有料修理となります。 



給油のしかた 


♦ 

A ま后、 

給油は必ず消乂して、ストーブの温度が充分下がってか 
b 他に乂の気のないところでおこなって<ださい。 

〇 

1 乂災のおそれがありまず。 

消乂 , 


^イラストは 「 LC - L 369 S 」 です。 

1油タンクを取り出す。 

•油タンクを取り出し、給袖口口金を、左「〇」 
に回して開けて < ださい。 

•給油□口金を取りはずす前に、先端の弁部を巧 
すと、給油ロロ金が取りはずしやすくなりまず。 











油量計を見なが 5 給油する。 

•市販の給油ポンプの先端をジャパ'ラ 
の串前まで童し込んで、油量計を見 
ながら給油してください。（ホースが 
抜けないよラにミ主意しながら給油し 
て < ださい。） 

•灯油は、油量計のほぼ上部（ち図の 
給油位置 ♦) まで給油してください。 
入れ過ぎますと、あふれ出ることが 
ありますので充分ま意して < ださい。 




-お願い-二= 

•油タンクの中にある 「こぼれま栓」 の弁び、給油口の近くまで上がって 
いるとさは、弁を下へ押し下げてください。 

•油タンクの中にある 「こぼれまお」 は、給油ロロ金がはずれたときに、油 
漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 給油 □ 

オート給油ボンプ（自動停止装置付）を使用する場合 

•市販のオート給油ポンプ(自動停止装置付)のなかには、 「こぼれま栓」 と干渉して、 
なのような不具合状態になり、正しく給油でさないをのがあります。 

〔不具合〕]スイッチを入れると、すぐに停止してしまう。 

(処置）•油タンクに差し凌むホースのたンヴー部の位置（方向）を変える。 
•ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 

芝 自動停止しない。灯油があふれてしまう。 

(処置）•ポンプの取扱説明書にしたがって、固定具の位置を調整する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ちに給油を中止し、他の給油 
ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給油してください。_ 

給油□□金を r カチッ」と音びずるまで、ち「〇」へ回して、しっかり締める。 

•正しく締めると油タンクの赤色の線が見えなくなります。 

•給油□□金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 


お願い 




赤色の線 I 


給油口□金を斜めに締め 
た0ずると、簡単に給油 I MM 

口□金がはずれて、乂災 
の原因になりまず。 


しまつているしまつていない 


給油ロロ金/ 



給油ロロ金 


弁部 



•油タンクから灯油が漏れる状態で 
使用しないでください。 

火災のおそれがあります。 

•同時に多数の油タン 
クに給油ずる場合 
は、類似している給 
油□□金があります 
ので、間屆スないよ 
ラにしてください。 

阿油がでなくなった 
り、故障の原因にな 
ります。 

参灯油容器のふたち、 

しっかり締めておい 
て < ださい。 



こぼれたな油はよくふき取る。 

•こぼれた灯油は必 
ずされいにふを取 
つてください。危 
険ですし、燃焼中 
に臭気が発生する 
原因にちなります。 

油タンクをセツトする。 

•油タンクを、本体 
に正しく、ゆつく 
りとセツトしてく 
ださい。 








g 使用前の準備 


給油の目安-給油延長運転のしかた 



給油は必ず消乂し、ストーブの温度が充分下がってか5他に 
乂の気のない状態でおこなつてください。 

乂災のおそれがあります。 


ストーブを移動するときは、必ず消乂し、ストーブの温度が 
巧分下がってか5油タンクを取り出し、傾けないように静か 
に移動してください。 

灯油が漏れたり、乂災になるおそれがあります。 


1 

f 


油タンクのな油び空になってを、油受けざら内に残っている打油を燃焼させるこ 
とで、燃焼を延長（給油延長運転）させることがでさます。 

給油延長運転中は、室温に関係なく最小の燃焼をします。 


給油表巧 


デジタル表示部 



1油タンクの打油がかな<なると 、 r 0」表示び点打し、「ピー」音が鳴ります。 
デジタル表示部に残り燃焼時間（分 ） r ,<0」を表示します。 

• 「運転スイッチ」を押して消乂してから、給油してください。 

•給油しませんと、 2 分ごとに「ピー」音が鳴ります。約] 日 分後に、「 0」 表示び点滅 
し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が 「 -」表示となり自動消火します。 

2給油延長運輯をするとを 

•油タンクの灯油が少なくなり「0」表示が点口したとさに、「給油延長ボタン」を 
巧すと、「 0 」表示が点滅にかわり、給袖延長運転をして 「表 1」の間、燃焼継続を 
します。デジタル表示部の残り燃焼時間表示（分）び変わります。 

給油延長運転中は「0」表示び点滅します。残り燃焼時間が1□分 ui 下になると S 分 
ごとに「ピ ー J 音び鳴ります。 

•自動消火する前に、「運転スイッ升を押して消火してか5給油してください。 
•給油しませんと、「0」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示び 
「----」表示になると自動消火します。 

表1| LC - L 369 S 最大約 9(5^3 l | TC - L ^9 S T 最^日^^ 


「給油延長ボタン」を押すと、時間延長（燃焼）も同時にセツトされます。 
(「囘使いかた I の I 消し忘れ 消乂装 置の使い かた1 参照)__ 







点乂前の準備と確認 


1水平の確認をする。 

•ス1-ーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ストーブが、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 

•ス I -ーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置が誤作動することびあり 
まず。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 



電源プラグをコンセント（家庭用 AC 100 V ) に確実 
に差し込む。 

• 「ピー」音がします。 




•デジタル表示部に「 - - I ’ -- 」 
表示が点なしまず。 




-お願い- 

•電源プラグを、絶対に、2日 0 V のコンセントに差し込まないでください。感 
電•火災*故障の原因になります。 

•コンセントがゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグが過熱し、 
熱変形することがあります。このよラなとさは、必ずお買い求めの販売店に修 
理を依頼してください。 

お部屋のコンセントも必ず修理してください。 


•電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い物をのせた0、加工し 
ないで<ださい。感電や火災の原因になります。 


•他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家 
庭の安全器（ブレーカー）の容量をこえないよ 
うにしてくださしん 



•電源プラグを抜くとさは、電源コードを引つ 
張って抜かないでください。断線、発熱、発 
火の原因になりまず。 



•熱に弱いじゅうたんや床の上で長時間使用すると、床面が変色したり、 

そり返ることがありますので、熱に強いマ、ットなどを敷いてください。 

指示 








m 使用前の準備 


現在時刻の設定のしかた (運乾停止中にしかできません) 


デジタル表示部 



gii 現在時刻び午後7時10分の場合 

( J ) 日または/のボタンを一度巧ず。 

「ピ ー 」音がして「- -- -」表示が点滅します。 

( 2 ) デジタル表示を見なが！ 3"^ ぉのボタンを押して「•'弓」に合わせる。 
@デジタル表示を見なが！5 のボタンを押して「沿」に含わせる< 


• - ^げ>夕のボタンは、-度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示び点滅している間に "^ E • 
がのどちらかのボタンを押してください。 

時刻合わせびできなかった場合は、ちう一度"^@または XiX かのボタンを押 
してやり直してください。 


0「巧」「んク」が、点滅から点打に変わり、設定が完了します。 

-お願い- 

参ストーブの時刻表示がズレる場合は、電源プラグを一度抜いて、ちう一度差し 
込み直して、時刻を設定し直してください。それでも直らないとさはお買い求 
めの販売店までお問い合わせ<ださい。 

•ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プ ___ 

ラグを抜いて再通電した場合、デジタル表示はち図の1 n 

ように表示が点口しますので、現在の時刻 一一.一一 

を設定してください。 し L - -絲 Ji 


★省電力機能 


デジタル表示部の時計表示は、約己分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル 
表示部が消好して、電力の消費をおさえまず。 

時刻を確認したい場合は、操作部の「運転スイッ升1;(外のどれかのボタンを押すと表示し 
ます。「運転スイッチ」を押すと点乂動作に入ります。（運転中及びタイマー運転待機中にこ 
の機能は働をません。） 


h. 







消臭表示 
運転ランプ③ 



購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを掠いた状態から再度お使いになるとさに 
は、消臭点乂に設定してありますので、最初から 「里墨」 表示が点巧します。 

消臭点火は、点乂までの時間を長くして（「表2」参照)、予熱を充分におこない、点乂時の 
においをかなくする点乂方法です。 

(5) 「運輯スイッチ」を押して「入」にずる。 

•「ピー」音がして「運転ランプ」が点灯します。 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度を表おします。 

^油タンクに口油があるのに 「 0 」 表示が点な、または点滅している場合は、油 1 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 

(「团点検-手入れ」の I 油受けの掃除 I 参照） 


(D -定時間経過後 （ r 表2」参照）に自動的に点乂し、「運転ランプ」の色が変わります。 

「女消臭点 义解除方法 

〇「運転スイッチ」 び r 切」 のときに r 消臭点乂ボタン」 を押すと、 「掌&」 表示び消灯して消 

臭点乂が解除され、点乂までの時間が短かくなります。 （「表 3」参照） 

室内温度が目むを下まわる場合は、点乂までの時間が長いままです。（「表2」参照） 


表2 LC - L 369 S 約]已〇秒 

LC - L 曰 39 S 約2]0秒 

表3 

LC - L 369 S 

約9日秒 

LC - L 539 S 約]己〇平少 


/ -お願い- N 

•初めて運転するとさや、ストーブを移動させたり、激しい振動び加えられたあと 
に運転するとさ、白煙（'打油の蒸気）や臭気が出ることがあります。これは、移 
動、振動によりパ'-ナー（燃焼部）内に落ちた余分な灯油が蒸発することによる 
ちので、一度点火し、余分な口油がなくなれば白煙や臭気はなくなります。この 
様な場合は白煙、臭気がなくなるまでは（窓をあけるなど）換気をおこなってく 
ださい。 

•点乂時にバーナー（燃焼部）内で、「ボツ」といラ音や「ゴーゴー」という音が 
します。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

•点乂時には少しにおいがあります。 

•燃焼中「チツチツチツ」というような音がすることがありますが、電磁ポンプ 
の音でず。また、燃焼中に「ジユツジユツ」、「シヤンシヤン」などの音がする 
場合がありますが、これは口油が蒸発ずる音です。異常ではありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火します。 
燃焼を継続ずる場合は、消火する前に「時間延長ボタン」を押してください。 

(「固使いかた」の I 消し忘れ消乂装置の使いかた 1 参照） 

V__/ 


旦使いかた 

点乂のしかた 


ンン 
チタタ 
ツボボ 
イ乂長 
ス点延 
転臭間 
運消時 




固使いかた 


炎のが態 


ストーブを使用ずるときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎の状態を必ず確認 
して < ださい。 



にこに表示した状態は「強」（最大)燃焼のげ態です) 


正 常 


異 常 


0 

使用禁止 


匪 


画 





>青炎燃焼で炎の先端に多 I 炎び黄色く燃焼音が大さ 1 参炎が高く伸び、炎全体が 
か黄炎がはいる。 し、 I 黄色。 

>炎の伸びや、燃焼音がル’ •「ポー」といラような異常 

さい。___ __音びする。 _ 

•燃焼空気取入 □ (給気フィルター）を掃除する。 

- • お買い求めの販売店にご相談ください。 


室温の調節のしかた J (運転中にしかできません) 













( T ) ^|^グ@またはなボタンを1度巧す。 

「ピー」音がして「と」表示び、点滅します。 

( 2 ) 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見なびらのボタンを押す。 

( 3 ) 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見なびらのボタンを押す。 


•温度設定をずる場合は「と」表示が点滅している間に^|^グ@ • ボタンのどちら 

かを押してください。設定できなかった場合はもう一度押して、やり直してくだ 
さい。 

•設定温度は目む〜28む、室温表示は□む〜32でまで表おします。 

•設定温度にコント□—ルずるために自動的に火力を調節します。 

•-度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、消 
乂後再運転ずる場合、同一設定温度になりまず。 


-お願い- 

•室温が約] 8でじ(下のとさは「微弱」または「ミニ」燃焼しないことびあります。 

•温度調節は温風空気取入口近くの温度を感知しておこないまずので、ス1-ーブ 
の位置や部屋の大ささなどで、必ずしち、デジタル表示部の室内温度表示と、 
室温とは一致しません。 


ル部屋運転のしかた I (運睹中にしかできません) 


•ル部屋運乾はお部屋の広さに合わせて使用して<ださい。 
•ル部屋運転中には「強」撮ガ運転には切り替わりません。 


X •ノ」\部屋運転時の目安 



LC - L 369 S 

LC - L 539 S 


通常運転 

ル部屋運転モード 

通常運転 

ル部屋運転モード 

木造 

約10畳 —► 

約8畳 

約14畳 -► 

約] 0畳 

コンクリート 

約13畳 —► 

約10畳 

約19畳 - 

約14畳 



イ 







固使いかた 
I 設是ぁ U かた— I 

( 5 ) r ル部屋ボタン」を押ず。 

「ピー」音がして「小部屋」表示が、点なし設定されます。 

巧ミ除 のしか た 

(2) r ル部屋ボタン」を押ず。 

「ピ~」音がして「小部屋」表示が、消灯し解除されます。 

•ル部屋運転は一度設定ずれば、ちラー度「ル部屋ボタン」を押して解除するか、 ' 
電源プラグを抜かない限り解除されません。 

•ル部屋運転が設定されている場合、運転スイッチを押して運転をおこなラたび 
に「小部屋」表示が点口します。 


エコ運乾のしかた (運転中にしかできません) 


エコ運転とは… 

• 口油の消費を抑えることにより、 C 日2排出量を抑えた環境にやさしいエコ□ジー 

•エコ運転中はデジタル表示部にし£ [ G 」 表示をし、設定温度と室内温度は表示 
しませんが、口油を節約ずるために内部的に下記の制御をします。 

①設定温度が26でし^上の場合は、2日でに切り替わります。 

③設定温度より室温が約3で上昇しまずと、自動的に消火します。自動消火し 
たあとでも、運転ランプは点灯したままになります。 

③ 室温が設定温度を下まわると自動的に再点火します。 

④ 室温が設定温度付近で安定した場合に、設定温度を rc 下げ、これを設定温 
度が20むになるまで繰り返します。 

参エコ運転中に^®または^^ 6 ボタンを押すと、設定*室内温度表示に切り 
替わり、温度設定をすることがでさます。 



L 設定のし かた I 

( T ) 「エコボタン」を押す。 

•「ピー」音がして rf [/7」表示に切り替わり、「を S 」 表示び、点灯し設定されます。 
•エコ運転は一度設定すれば、記憶されまず。ただし、設定が記憶されていても消火 
時には表示されません。 

解除のしかた~ 

@「エコボタン」を巧す。 

•「ピー」音がして設定•室内温度表示に切り替わり、「曼 S 」 表示び、消灯し解除さ 
れます。 

•電源プラグを抜いたり、停電があった場合は、自動的に解除されます。 

•解除後はエコ運転設定前の設定温度にもどりません。再度、温度設定をしてください。 





タイマー運転のしかた」（タィマーを使用して暖房を始めたいとき } 

タイマー運転をする場含は、「国使用前の準備 I の I 現在時刻の設定のしかた I に従って、 
時刻合わせをしてからでないとタイマー運転でさません。 



通常、タイマー運転設定時刻の0分から25分前に運転を開始します。 

このス1-ーブのタイマー運転は、フアジーコント□-ルで、お部屋の大ささと室 
温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしておきま 
ず。 


設定のしかた 

gil 午前別寺30分に設定したし、とき 


• - のボタンは、一度押ずごとに]時間または已分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 

参時刻合わせをする場合は、「タイマーランプ」が点滅している間に^^@ • 
のどちらかのボタンを押して < ださい。 

•設定できなかった場合は、もう一度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
ださい。 


み 「タイマーランプ」が点滅している間に、 r 運乾スイッチ」を巧して「入」にずる。 

•少し待つと、「タイマーランプ」び点灯し、デジタル表示は現在の時刻を表示し 
てセットが完了します。 

♦タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部にし£,- 〇,-」び表示されま 
ず。 
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1 使いかた 


•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、「タイ 
マーボタン」を押して「タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押し 
て「入」にするだけで同一時刻で設定が完了します。（停電や電源プラグを抜い 
た後でもタイマー時刻を記憶しています。） 

• r 運転スイッチ」を押して、「入」になっているときに、「タイマーボタン」を押 
すと、タイマーランプび点滅し、かし待つと「タイマーランプ」び点口しセツ 
卜び完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


I 解除のし かた 

タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこないたい場 
合。 

( T ) 「運転スイッチ」 を押して 「切」 にする。 一 [タイマー運転の解除] 

(2) 「運転スイッチ」 を再度押して 「入」 にする。 一 [通常運転開始] 


タイマー運輯の注意事項 


•タイマー運転をした場合、点火後約]時間後に自動的に消火し、「タイマーラン 
プ」が点灯した状態で、デジタル表示部の 「//-/ r 」 表示が点灯します。連続運 
転ずるときは、タイマー運転の点火後]時間じ(内に「時間延長ボタン」を押し 
てください。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不 
足で危険となるためで、手を触れない場合は、自動的に消乂します。 

•残りの燃焼時間が、]0分になるとデジタル表示部に数字で//7、9 • • /と表おし、 
S 分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機 
状態になり、タイマー運転時刻に自動的に点乂します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりま 
せん。） 

♦タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を押すと、約]日秒間表示しまず。 

•タイマー運転操作後に停電があったとを、ストーブを揺らして対震自動消乂装 
置が作動したとさは点乂しません。 






みはりやく運転のしかた 

• r みはりやくセンサ…」が人の気配を感知しなくなってから約]日〜3日分間経過 
すると、自動的に、燃焼状態が r ミニ」（最小）燃焼になります。この状態で「み 
はりやくセンサー」が人の気配を感知すると、設定温度に合わせて運転び切り誓 
わりまず。 

•「みはじや<センサー」が人の気配を感知しな<なってか ^胃^ 

り、約1時間緯過ずなと、目動的1し消火して、てシタルを 
示部に「5巧 f りの表示が点口しまず。 

この状態で「みはりやくセンサー」が人の気配を感知して 
ち、再点火運転することはありません。 

再点火するときは、「運転スイッチ」を巧し直してください。 

•運転中「みはりやくセンサー」が人の気配を感知しなくなっ7 
焼時間が]0分になると、デジタル表示部にぶ弓 • • 

に「ピー」音でお知らせします。 

5 R FE 1 

こ状態で、残りの燃 
と表示し、2分ごと 

J 



I 設定のしかた I 

( T ) 「運乾スイッチ」が「入」になつているときに「みはりやくボタン」を押す。 

•「ピー」音がして「みはりやくランプ」が点灯し、みはりやく運転がはじまります。 
•みはりやく運転をした場合、「みはりやくセンサー」が人の気配を感知しているとき 
は、「みはりやくランプ」が点滅し、人の気配を感知していないとさは、「みはりや 
くランプ」が点'なしまず。 


I 解除のしかた 


( D 「みはりや<ボタン」を巧ず。 

「ピー」音がして「みはりやくランスび消なし、みはりやく運転が解除されまず。 


•みはりやく運転の設定•解除は運転中にしかでさません。また、いったんみは 
りや<運転を設定すれば次の運転でちみはりや<運転をおこないます。 

•タイマー運転待機中、みはりやくランプが点灯点滅しますが、タイマー点火後 
のみはりやく運転を示すものです。タイマー運転待機中は、みはりやく運転、 
プチセキュ U ティー機能はいずれも動作致しません。 









園使いかた 


消乂のしかた 


消臭表示 



0「運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

•「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「風壹」表示が点滅して、 
消臭機能の作動中を表示します。 

•消火後、しばらくはストーブ内部を冷やすために对流用フアンは回転し続けます。 

(この間、「運転ランプ」は点口、「掌量」表示は点滅しています。） 

•対流用フアンが停止すると「運転ランプ」び消灯します。 

で -消乂時の注意--> 

•消乂後、対流用フアンが止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かないで 
ください。音が出たり、炎び出たり、ススが発生して再点火後に安全装置が作 
動してエラーで停止ずることがありまず。 （ r 國故障•異常の見分けかたと処置 

ちま」の「貴 常のお知5せ（デジ タル表示の見かた） I 参照） 

•緊急のとさを除いて、消乂は必ず r 運転スイッチ」を使用してください。電源プ 
^ ラグを振いて消火させないでください。 _ _ 

/-お願い-> 

•消火操作をしたとさはバーナー（燃焼部）内の火が消えることを確認してください。 
•消火時にはバーナー（燃焼部）内で「ボッ」という音や「ゴーゴー」といラ音が 
しまず。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

•消火直後、温風空気取入口は高温になることがありまず。 

参点火してすぐに消火操作をしたとさ、さつい臭気び発生することがあります。 
点火後約2日分間はできるだけ消火しないでください。 

^ •長期間留守にずるときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 

消乂後再*す^きの注意 

•消乂後ずぐに再点火ずると、異常音が出ることがありまずので、しばらく待つ 
てか！5再点火してください。 

•ス I -ーブび暖かいうちに再点火操作をしたとさの予熱時間は、短かくなりまず。 
(「表4」参照） 



消し忘れ消乂装置の使いかた J (運範を延長したいとき) 


•消し忘れによる、巧一の事故を防止するために、点乂し 

てか5約3時間燃焼が継続ずると、デジタル表示部に 
「マ/-/,-」を表示して、自動的に消乂しまず。 

•残りの燃焼時間が、] 0分になるとデジタル表示部に数字 
で。、弓••ミ と表示します。 

•この間、2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

〇消乂する前に「時間延長ボタン」を押ず。 

•その時点から再度約3時間の燃焼継続び巧能になります。 



•自動消火した場合は、「運転スイッチ」を押し直してくださし^。 










クリーニンク燃焼表 51^ 

♦ク U - ニング燃焼は ノ く ーナー (燃焼部）内のミちれを除去する 
ための燃焼です。 

•強燃焼で約2時間 iU 上の連続運転をしますと、デジタル表 
示部に「ごぶ5」を表示して自動的に弱燃焼によるク U — 


n -nc 

しし ■ u 3 

11 ^ ] 

ニング燃焼をおこないます。（約已分間カウントタ'ウンし 
ます）その後自動的にもとの燃焼状態にもどります。 


1 換気表巧 

•閉め切った部屋などで長時間運転ずると「4^」表示が 
点滅し「ピー」音が5秒間鳴って運転を停止し、デジタル r 

表。志 B に「 」表 TJX が点滅します。 

•運転して]時間経過する度に「ピー」音が鳴って「4^」^ 
表示が約]分間点'なします。 

「寺良」表示にたよらず、 ] 時間に！〜2回 （1-2 分程度） 

は必ず部屋の換気をしてください。 


• • •響 

、お 


チャイルド□ックのしかた 

f チャイルド□ックは、おモ様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を 

1 押しても点火しないようにしたいとさに使用します。 



運転スイッチ 


設定のしかた I 

(1) 運転中や運転停止中に「チャイルド□ックボタン」を3秒上長巧しすると「 E 3」 
が点なし、チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は「運転スイッチ」で消乂のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操作 
はでさません。 

•運転停止中はすべての操作がでさません。 

•チャイルド□ックが設定されている時に、「運転スイッチ」を押して「入」にすると 
「户，-,1,-」が表示され点火でさません。 


避除のしかた 

@チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド□ックボタン」を3秒切上 
長押しずると「〇」が消打し、チャイルド□ックが解除されまず。 












固使いかた 

_プチセ キュリティー機能 _ 

プチセキュ IJ ティー機能は、停止中に「みはりやくセンサー」が人の気配を感知す 
ると、「ピー」音を鳴らし、全表示ランプ類が点滅し約30秒間警告動作する機能で 
す。 


みはりや<ボタン 
みはりや<ランプ 


をしかた I 

( J ) 「運転スイッチ」が「切」になっているときに「みはりやくボタン」を押す。 

「ピー」音がして、デジタル表示部に 「が a /」 が表示され、「みはりやくセンサー」が 
人の気配を感知しなくなって（「みはりやくランプ」が消口）から約30秒間経過すると 
「みはりやくセンサー」が自動的に監視を始めます。 

f •運転中及びタイマー待機中はプチセキュリティー機能は使用できません。 ^ 

•プチセキュリティー機能作動中は「運転スイッチ」を押しても「，ご r n ,- 」が表示 
され運転できません。「運転スイッチ」を巧しもどして機能を解除してか b 運転 
してください。 

•一度の警告動作終了後、「みはりやくセンサー」が人の気配を感知しなくなって 
約30秒間経過すると、自動的に監視を再開します。 

鱼動倆曜を竟京お 

I プチセキュリティー機能動作中に「みはりやくセンサー」が人の気配を感知して警 
I 告動作したかど5かを履歴としてデジタル表示部に表示させます。 

_ ノ 

デジタル表示部 


(2) プチセキュリティー機能動作中に^®のボタンを巧す。 

「ピー」音びして、3秒間デジタル表示部に「警告動作履歴」を表示します。 








♦ のボタンを]回押すと、一番新しい警告動作時刻を表示し、 L ぶ篆^®の 
ボタンを押すたびに順次ちい警告動作時刻び表示されます。「警告動作履歴」は 
1日回まで記憶され、それ1；(降ちい「警告動作履歴」は順な削除されます。 

•現在時刻を設定していない場合は、デジタル表示部に「警告動作回数」を表示し 
ます。「警告動作回数」は最大] 0回まで表おします。 

参プチたキュリティー機能を解除すると履歴はすべて消えます。 

例 1) プチセキュ U ティー機能動作中ごぶ S 、 

S ぶ、 公:ぶ}の3回警告動作した場合 
(現在時刻設定時） 


例 2) プチセキュ IJ ティー機能動作中式 ’ JS 、 
0 ：^D . た 5' ごの3回警告動作した場合 
(現在時刻未設定時） 

^例 3) 警告動作しなかった場合 


作勧時刻] 作動時刻2 作動時刻3 


£?ぷ 


\引ずる/固+ 野+ プ户 t 

1 


(回） 


げち4 または //,'/ (回） 




解除のしかた! 


みはりやくセンサー 



みはりや<ボタン 
みはりや<ランプ 


(3) 「みはりやくボタン」を押す。 

「ピー」音がして、「みはりやくランプ」び消灯します。デジタル表示部の「がご，ソ」の 
表示が r 現在時刻表示」あるいは表おとなり、プチセキュリティー機能が 
解除されます。 



M 





国を全装置 


•安全装置び作動ずるのは何らかの異常があるとさですから、下記の処置をして 
も正常にならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度「運転スイッチ」を押して「切」にしてから再び巧し直し 
て「入」にすることをいいます。 

•すべての処置は必ずストーブを消火し、ス1-ーブの温度び充分下がってからお 
こなってください。 


安全装置名 

はた5を 

1 

処 置 

対 震 自動 
消乂装置 

•運転中にストーブが地震（震度約日上）や強 
い振動、衝撃を受けたとさ、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

•地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、ス 1 -ーブの損傷、 

油漏れなど異常びないことを確 
認した後、再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常により 
ノ（ーナー（燃焼部）への空気の供給が不足し 
たとき不完全燃焼による危険を防止するもの 
であり、自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、燃焼空気取入 
口（給気フィルター）の掃除を 
し、部屋の換気をしてから再点 
火してください。 

(「巧点検-手入れ」の 


この装置は、あくまでもす完全燃焼による危険を防止ずる 
ためのものであり、使用中は必ず1時間に1〜2回換気し 
て、新鮮な空気を補給してください。 


1 燃焼空気取入 □ (給 気フィルタ-)の掃除 

参照） 


― 



点火安全 
装 置 

•点火ヒーターの赤熱不足や、バーナーヴー三 
スタの不良による点火不良。 

•点火ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモーター 
などの故障により点火しないとさに、 運転を 
停止します。 

•点火ヒーターの故障が原因で運 
転を停止したときはバーナー底 
に灯油びたまります。 

完全に乾燥させてから、ご使用 
<ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電安全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜<などして電 
源び切れたときは、自動的に運転を停止し 
ます。再び通電されてち運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
-運転は解除されます。 

•再点乂操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー運転 
の設定をやり直します。 

1 (「阁1使用前の準備」の 

1 現在時刻の設定のしかた、 

「圓使いかた」の 
タイマー運転のしかた 参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎が消えたとき、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

参再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼や温 
風空気取入口のほこりつまりなどの原因でス 
トーブび異常過熱したとき、乂災などの危険 
を防ぐために燃焼を停止します。 

•温風空気取入口のほこりを取り 
除いてから、再点火操作をしま 
す。 

(「固点検-手入れ」の 

1 温風空気取入□の掃除 参照） 

消し忘れ 
消乂装置 

L _ 

•消し忘れによる危険を防止するために、点火 
してから約3時間、燃焼が継続すると自動的 
に運転を停止します。 

1_ 

•消火する前に r 時間延長ボタン」 
を押す。 

•消火した場合は、再点火操作を 
します。 

_ J 





3 点検-手入れ 



^点検 • 手入れをおこなうときは] 


•点検•手入れをするときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか5巧 
いて、ストーブの温度が充分下がってか5おこなってください。やけどや感電をずる 
おそれがあります。 

•部品に触るとさや、内部を掃除するとさは、手をけがしないよラに、手袋をはめてお 
こなってください。 

•ス I -ーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

•電装品やバーナー（燃焼部）の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


[使うたびに] 


周囲の可燃物の点検 


なな謂既ま、常に整 s ' 清掃し、燃ぇゃすい物を置かないだ 砲 



万一油漏れによって、油のたまり、油にじみが生 
じているときは、消火操作をし、原因をたしかめ 
防漏処置をし、油漏れがなくなったことを確認し 
た後 、漏れた灯油を取り除いてから点火操作をし 
てください。 



ほこりの掃除 


•ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸い取ったり固くしぼっ 
た濡れ雑巾などでふさ取ってください。 

巧れたままのご使用は危険のちとですし、ストーブのいたみを早めます。 
•油タンクの給油□口金の弁部などに、ごみびはさまっている場合があ 
りまずので取り除いてください。 



週間に1回 liUi ] 


温風空気取入□の掃除 


ス I -ーブ背面にある温風空気取入□にごみやほこ 
りが目づまりしますと、温風用の空気量が減って 
過熱防止装置びはたらいて消乂します。 

对流用フアンが停止していることを確認してから 
温風空気取入口に付いているほこりを、掃除機な 
どで吸い取って < ださい。 



LC - L 369 S 



LC - L 539 S 


燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 


ス I -ーブ（背面又は側面）にある燃焼空気取入 □ 
(給気フィルター）にごみやほこりび目づまりし 
まずと、燃焼用の空気量が減って不完全燃焼の原 
因になります。 

燃焼空気取入口（給気フィルター)に付いている 
ほこりを、掃除機などで吸い取ってください。 













7 \ 点検-手入れ 


時々、燃焼空気取入口（給気フイルター)をはずして掃除をしてください。 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の中がつま 
つている場合びありますので、やわらかいブラシ 
などで、燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の 
つまりを掃除してください。 

(光にかざして目づまりびされいになったか確認し 
て < ださい。） 




: - L 369 S 


し C - し己 39 S 


- LC-L369S 

燃焼空気取入口（給気フ 
ィルター ） の脱着は、つ 
まみを持ち上げなび b 矢 
印の方向に引っぱって取 
りはずします。また、取 I 
り付けは燃焼空気取入口 
(給気フィルター）上部 
を相手側部品に引っかけ 
たあと、つまみ部を押し 
込みまず。 


SS 



- LC-L 己 39S 

燃焼空気取入口（給気 
フィルター）の脱着は、 
矢印の方向に引っぱっ 
て取りはずします。ま 〜 
た、取り付けは燃焼空& 
気取入口（給気フィル 
夕一)を相手側部品に 
押し込みます。 


翰 


— - —わ原頁し、---- 

•巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れが取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
•取りはずしたとさは必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 


1箇月に1回な上 


温風吹出 □ (ルーバー）の掃除 


温風吹出口（ルーバー）がミちれたり、ほこりび付着した場合は、掃除機や、固くしぼった 
めれ雑巾などでふさ取ってください。 

/ 原貞し、 \ / 

このとき必ずス1ブを消火し、電 

源プラグをコンセントから抜いて、看 
温風吹出□(ルーバ ー) の温度が充分 ^ ■■■ ii 

下がってからおこなってください。 1/ 

やけどをするおそれかあります。 ^^^ィラストは「1_じ丄36品」です。 


油受けの掃除 


•油受けは、灯油は通しますが水は通しにくいフィルターででき 
ています。油受けに水やごみがたまると、油タンクにな油があ 
るのに、「0」表示び点'なすることがありまず。 

•油タンクを取り出してから、油受けを傾けないように取り出 
し、たまった水やごみを取り除いてください。 


ぷイラストは 「 LC - L 3 日 9 S 」 です< 



お願い 




油受けは、水で洗わないでください。 
必ずされいなな油で洗つてください。 


ゴム手袋 


きれいな‘灯油 








_ 巧震自動消义装置の点検 ___ 

•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するかを点検してください。 
•自動的に消乂しますと、デジタル表示部に「卜5」を表示します。 


シーズンに1〜呂回な上] 


___油 タンク、油受けざらの掃 除 

ス I -ーブから油タンクと油受けを取り出し、市販の給油 
ポンプ（手動式）などで油タンク内や油受けざら内の水や 
ごみを取り除いてください。 

油タンク內のわずかに残った灯油は、油タンクに給油口 
口金を取り付け、油受けを給油口□金に押し当て、油夕 
ンクを上下左ちにゆすって抜いてください。 



電源プラグ、コンセントの点検 


電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因になる 
ことがあります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりやミちれを取り除 
いてください。 



巧流用フアンの掃除 （ LC - L 己 39 S のみ) 


C 1) 温風空気取入口（ファンつィルター）の止めねじに本）をはずし、温風空気取 
入□(ファンつィルター）をはずします。 

® 巧流用ファンに付着したごみやほこりを、掃除機で吸い取ってください。また、 

^見える箇所だけでよろしいですから、本体内部のほこりを取り除いてください。 

(3) 温風空気取入口（ファンフィルター)下側の突起をストーブ背面の角巧に入れ、 
巧流用ファンのコードを温風空気取入口 (フアンフイ) レター)の凹部を通してか 
らふたをし、元どおり組み立ててください。 

/-お願い-、 

•電源プラグをコンセントから旅いて、ストーブの温度が充分に下がっ 
てからおこなって<ださい。 

•対流用ファンにゴミやほこりが多量に付着しますと、温風用の空気■が減 
って過熱防止装置びはたらして消火します。温風空気取入口（ファンフィ 
ルター）の掃除をしても燃焼が停止するよラであれば、対流巧ファンが停 
止していることを確認してから対流用ファンのごみやほこりを掃除機で颐 
し巧又って取り除してください。 

参はずした温風空気取入口（ファンフィルター）は、必ず元どおりに組み 
付けてください。けがをします。 



图定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要です。機器の寿命をより長<、 
より良い燃焼で快適に安全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン 
終了後などに、お買いホめ店、又は修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 
( TEL 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±) 
など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずすめします。 











哥故障-異常の見分けかたと処置麻-修里を® I される前卜 

1 異常のお知5せ（デジタル表示の見かた） 1 


安全装置が作動ずると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異常の原因が 
表示「エラー表示」されます。繰り返し表示するとをや運転しないとさは、お買い求め 
の販売店へご連絡 < ださい。 


デジタル 
表示 


表示の意ほ 


• 過熱防止装置が作動しました。 


n •停電消乂後電源が入りました。 

:;♦タイマー運転待機中に停電し、その後電源 
し, が入りました。 


•ルームヴーミスタが断線しました。 

♦バーナー（燃焼部）が予熱不足です。 

• ノト■ナーサーミスタが断線しました。 

•点乂ヒーターげ断線しました。 

• 消乂後すぐに再点火操作しました。 

• 点乂を全装置が作動しました。 

(•燃焼部にシリコーン酸化物わ咐着しました。） 

~•地震により消火しました。 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝擊が与え b 
れ消乂しました。 

• 不完全燃焼防止装置が作動しました。 

( •燃焼部にシリコーン釀化物が付着しました。） 


>室温が33で L ソ上になりました。 


ヴ□ア モーターが 停止しました。 


• 点火ま全装置が作動しました。 

(•燃焼部にシ U コーン釀化物が付着しました。） 


cror 


パ、一就庶風 

仁 

zlHr 



>チャイルド□ック中-プチセキュ U ティー 
機能作動中に「運転スイッチ」を押して 
「入」にしました。 


• タイマー運輯時刻が設定されていません。 

^臣^換気 • 室内が酸素不足です。 

Q 給油 • な油がな<なりミ肖火しました。 
タイマーランプ 

参タイマー運転が終了しました。 

•消し忘れ消乂装置にて消乂しました。 


ri ■ nc •クリーニング燃焼中。 

しし ■ UJ (約已分間カウントダウンしまず。） 


全消丹 


>省電力機能が作動しました。 



処置方法 


• しば5 く待ってか5再点火操作をしてくださし、。 
参溫風空気取入□、溫風吹出 □ (ルーバー)、巧流用 
フアン （ LC 丄已 39 S のみ）の掃除をしてくださし、。 
(「图点検-手入れ」参照） 

• ストープの 周囲 の障害物 を取り除いてください。 

'• 再点乂操作をして < ださい。 

•電源プラグなど電源をご確認ください。 

参の故障でず。お買い巧めの版売店まで「デ 
ジタ^レ表示」（エラー表示)などをご連構くださし、。 


:」（エラー表示）などをご i 


:ださし、。 


•修理が必要でず。お買い巧めの販売店まで、 
「デジタル表を」（エラー表示）などをご連絡 
<ださい。 


• しば5く待ってか6再点火操作をしてください。 

♦修理び必要です。お買い巧めの販売店まで、「デジ 
_タル_^」（エラー表示）などをご連峰ください。_ 

•ストーブが傾いていないか確認してか5、再 
点乂操作をしてくださし、。 

"• 燃焼空気取入口（給気フィルター）の掃除をし 
て < ださい。 （ rrz ] 点検•手入れ」参照） 

♦イ廚1が必要でず。お買いボめの販売店まで、「デ 
_ ジタ JL /^ 」 (エ ラー表示:)などをご連措くださし、。 

•ストーブの周囲の障害物を取り除いてくださ 
い。 

•電源プラグを入れ直してください。 

•電気系統の故障でず。お買いボめの販売店まで「デ 
ジタル表示」（エラー表示）などをご連絡ください。 

~•燃焼空気お入口（給気フィルター）の捕除をし 
てください。 （ r 置点検•手入れ」参照） 

•イ廣里が必要でず。お買いボめの販売店まで、「デ 
_ジ タ J 威ち」 (エラ ー表示)など をご連 浩くださ し、。 

♦「運乾スイッチ」を巧して「切」にし、チャイルド□ッ' 
ク • プチ t キユリティー機能を解除してください。 

け周使いかた」のチャイルド □ックの しかた i . 

_ I ブずち手"ユリテ 不^ M l 参照) _ 

•「運輯スイッチ」を押して「切」にし、タイマ^ 
一運輯時刻を設定してください。（「囘使いか 
た J のタイ マー運起をしかた I 参照) 

•窓やドアを開けて充分に部屋の換気をおこな 

—っ てか日再点乂操作をしてください。 __ 

• '灯油を給油してか5再点火操作をしてください。 

•油受けの掃除をしてください。 

_ (巧点検 • 手入れ」の1 通受げか艦 I 参照）_ 

•再点火操作をしてください。 


•再点乂操作をしてください。 


>約已分後に自動的に通常運転にちどります。 

>操作部のいずれかのボタンを押してくださ 
し、。 






故障かなと思ったとさに 
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処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に善し込んでいない 

〇 











〇 


電源プラグをコンセ 
ントに差し込む 

停電した 

〇 








〇 



〇 


停電復帰後、再点火 
操作をする 

巧震自動消火装置が 
作動した 









〇 

‘バ 





再点乂操作をする 

油受けに水が入った 


〇 




〇 



〇 





油タンクと油受け内 
の水を取り除く 

油受けざ5に水が 
入った 









〇 




1 

市販の給油ポンプで水混 
入のな油をすっかり抜く 

燃焼空気取入□(給 
気フィルター）の目 
づまり 


1 

〇 


り 


1 

〇 

〇 

E-S 

1 

i 


1 

1 

! 


燃焼空気取入□(給 
気フィルター）を掃 
除する 

油タンクに巧油が 
ない 


〇 


1 

1 

1 

〇 



〇 





口■油を入れる 

な油が油タンクの 
出し入れでこぼれた 


1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 



! 

〇 

1 _ 

〇 




こぼれた打油をきれ 
いにふさとる 

換気す良 


1 

1 

1 



〇 


〇 




1 

1 

部屋の巧分な換気を 
ずる 

変質灯油や不純灯油 
を使った 



jO 

〇 

〇 

1 


:〇 



〇 



: 変質灯油や不純打油を良 
質な灯ミ由に入れかえる 
販売店にご相談ください 

省電力機能が作動 
した 

I 

1 




1 

i 


1 

1 


1 


〇 


操作部のいずれかの 
ボタンを押す 

給油□□盖を間違 
をた 

1 

1 

1 



t 

〇 








正しい給油ロロ金を 
取付ける 

ストーブ周囲の温度 
が異常に上昇した 

^_ 


i 

1 

1 

j _ 

1 

f 

1 









〇 

ストーブ周囲の温度を確 
認ずる 

販売店にごネ臟ください 


参表中の； E 表示は、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 

•禮認っ識缓めさ縱譜盛 J 織顯きない場合や、該当する驗びな 


ぶ 








图部品交換のしかた 

部品交換 を とさの迂 意' 

•部品交換や修理をお受けになる場をは、お買い求めの販売店か、（財）曰本石油 
燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など 
のいる販売店で修理されることをおすすめします。 

•不完全な修理は危険です。 

•故障したちのは使わないでください。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買い 
求めになった販売店にご相談ください。 

参部品は必ず純正部品（指定された部品）をご使用ください。 

•部品を交換するときは、ストーブを消乂し、ストーブの温度が充分に下がって 
から、電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。 


团保管 (長期間使用しない場合） 

•ス I -ーブを保管する場合は、「固点検*手入れ」の項を参照して、ストーブの手 
入れをしてから保管してください。また、破損している箇所は修理をしてから 
保管してください。 

•格納*保管場所は、湿気*火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であつ 
て、しかもス1-ーブの上には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよう配慮 
して <ださい。 


1ストーブを消乂し、ストーブの温度び巧分下びってから、電源プラグをコン 
セントか!5巧く。 

2燃焼空気取入口（給気フィルター)、温風空気取入□、温風吹出口（ルーバー)、 
電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター)は巧などで成くのはおやめください。 

かえって目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ!3内の'灯油、ごみ、水気を取り出す。 

•油タンク、油受けざらに水やごみが残ったまま保管すると、鐘や穴あきの原因にな 
0ます。 

4ストーブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気をふき 
取ってください。（シンナー、ベンジンなどではふかないでください。） 

5包装箱に入れて保管する。 

•湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。振けされなかった'灯油び漏れることが 
ありまず。 

•取扱説明書-保証書ち必ず保管してください。 

固廃棄するとき 


「巧点検*手入れ」の I 油タンク、油受けざ5の搞除 I を参照して、油タンク、油受 i 
けざら内の口油を掠を取ってから廃棄してください。 ， 






f 型式の呼び 

LC - L 369 S 

LC - L 已 39 S ^ 

種 類 

ポット式*強制通気形-強制巧流形 

点火ち 式 

電気点火 

使用燃料 

丹油 （ JIS ] 号） 

燃料消費量 

3.60 kW (0.3 己 OL / h ) 

已 .2 日 kW (0.51 OL / h ) 

l.OSkW (0.099 L / h ) 

1.41 kW (0.137 L / h ) 

暖房出力 2を 

3.60 kW 

己 2 己 kW 

1.02 kW 

1.41 kW 

油タンク容量 

^ _ _ 7.0 L 1 

燃焼継続時間 

20 .日時間（最大燃焼時） 

13.7時間（最大燃焼時） 

外おづ法 

幅43己 mm 
奧行31己 mm 
高さ 437 mm 
(置台を S む） 

巾富已曰 Omm 
奥行327.己 mm 
高さ44已 mm 
(置台を含む） 

質 量 

1 1.0 kg 

]2.71<呂 

電源電圧及び周波数 

]00 V • 已 0/60 HZ 

定 格 

消費電力 

点火時32日/32日 W 待機時 0.8/0.7 W 
最大9己0/9己 0 W (点火初期に短時間発生） 

燃焼時 21/20 W 

燃焼時 25/23 W 

騒音値（正面)※ 

最大燃焼時 37 dB 最小燃焼時 23 d 巨 

最大燃焼時 38 d 目最小燃焼時 24 d 目 

電流ヒユ ー ズ 

L 4 A 一 

安全装置 

対震自動消火装置、点火安全装置、お 

紫焼制御装置、過熱防止装置 （90 で）1 

停電安全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消火装置 ] 


觀騒音値の数値は JIS 測定方法 (JIS S 3031) に基づく正面値です。 


圆アフターサービス__ _ 

I 保証について 

•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記 
載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買い巧めの曰より1年間でず。 

修理を根焉奇ると丟 

•「图故障-異常の見分けかたと処置方法」に従って、処置をおこなってください。 
直らないとさは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントからす友いて、お 
買い求めの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りでず。 

①品名…石油ファンヒーター（強制通気形開放式石油ストーブ） 

③ 型式の呼び…（例） LC - L 369 S ③お買いホめ年月日 

④ 故障の状況（できるだけ具体的に）⑥おなまえ•おところ*電話番号 
•修理に隙しましては保証書をご提示<ださい。保証書の規定に従って、販売店 

び修理させていたださます。 

•保証期間が過ぎていてち、修理ずれば使用できる場合には、ご希望により有料 
で 修理 六け て I >|厂ードキキす 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されていまず。 


この取扱説明書とストーブに表示されている禁止事項-注意事項および通常使用 
に反して使用された場合の故障、事故は保証いたしません。 








圆アフターサービス 

1 一 ~ 補修用を能部品に^ い て ^ 

•石油ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 

•補修用性能部品とは、ス1 -- ブの機能を維持するために必要な部品です。 

異化す る部晶 

•使用期間により、交換-メンテナンスが必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フレーム 

•変質'灯油、不純な油の使用で劣化しやすい部品…電磁ポンプ、ク□スマット 

__転居される 場 台_ 

♦本機は電源周波数日日、6日 Hz とち同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずが、高地への転居、 
高地からの転居は再調整が必要ですのでおおくの r お客攝相歐^己一覽1(別紙参照）ま 
でご相談ください。 

A な育 故障•破損した5使用しないでください。不完全な修理 

ム^タエ忌、や改造は、危険でず。 

修理、引越しなどでストーブを運搬されるときは、必ず A 
油タンク、油受けざ5のな油を巧いてください。運搬の U 
途中にな油がこぼれ、周囲をミちずおそれがありまず。 if 

雨 層-修理 の際の 連絡巧 I 

アフターサービスについてごす明な点は、お買い巧めの販売店、または、「お客攝巧認 
窓□一覧 j (別紙参照）までお問い含わせください。 ^ 




お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 

' 

お買い巧め年月日 

1 

年 

月 

曰 

お買いホめ店を 

V 

(電話番号） （ 

) 

- 

y 


株式会社 K 3 Ks 

本社干4目 7-08 己己 

名ち屋市瑞穂区桃園町己番17号 
フ IJ ー コール 日] 2日-1日 4-1 己4 
TEL <052)822-1 144 
FAX く0己 S>822 -2742 














